
　

今
、
介
護
の

現
場
に
外
国
人

ス
タ
ッ
フ
は
欠

か
せ
な
い
。
東

京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
医

療
福
祉
専
門
学

校
に
も
多
く
の

留
学
生
が
入
学

し
て
来
る
。
２

年
前
に
介
護
福
祉
科
を
卒
業

し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
留
学
生

（
一
発
で
国
家
試
験
に
合
格

し
て
現
在
は
介
護
福
祉
士
と

し
て
勤
務
）
が
こ
ん
な
話
を

し
て
く
れ
た
。
▼
彼
女
の
担

当
す
る
Ａ
さ
ん
か
ら
、
ト
イ

レ
の
ド
ア
を
カ
ー
テ
ン
に
変

え
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
出

さ
れ
た
。
ド
ア
の
開
閉
時
に

Ａ
さ
ん
の
車
イ
ス
が
ぶ
つ
か

る
か
ら
だ
。
彼
女
は
そ
の
状

況
も
、
Ａ
さ
ん
が
ド
ア
を
壊

し
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し

て
い
る
こ
と
も
よ
く
理
解
し

て
い
た
の
で
、
上
司
に
そ
の

こ
と
を
伝
え
る
と
「
カ
ー
テ

ン
で
は
Ａ
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
守
れ
な
い
か
ら
ダ
メ

だ
」と
言
わ
れ
た
。し
か
し
、

一
番
近
く
で
介
護
し
て
い
た

彼
女
だ
か
ら
こ
そ
わ
か
る
Ａ

さ
ん
の
排
泄
時
の
様
子
を
繰

り
返
し
説
明
し
、
上
司
を
説

得
し
た
。
周
り
の
日
本
人
ス

タ
ッ
フ
か
ら
は
「
す
ご
い
ね

！
」
と
言
わ
れ
た
。
▼
彼
女

は
言
っ
た
。「
私
は
す
ご
く

な
い
で
す
。
Ａ
さ
ん
の
気
持

ち
を
代
弁
し
た
だ
け
で
す
。

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
学
ん
だ
こ
と
を

実
践
し
た
だ
け
で
す
よ
」

と
。
▼
簡
単
そ
う
で
、
な
か

な
か
で
き
る
も
の
で
は
な

い
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
マ
イ
ン
ド

が
染
み
つ
い
た
卒
業
生
た
ち

が
、
多
摩
地
区
の
あ
ち
こ
ち

の
老
人
ホ
ー
ム
で
働
い
て
い

る
。
ガ
ン
バ
レ
！
（
医
療
福

祉
専
門
学
校　

林　

恵
子
）

　

「
第
２１
回
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ

会
員
大
会
」
が
５
月
２５
日
に

山
手
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
会
員
な

ど
８４
人
が
会
場
で
、
７
人
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
参
加
し
ま
し

た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
「
つ
な
が
る
喜

び
を
感
じ
よ
う
」。
誰
か
と

つ
な
が
る
喜
び
を
感
じ
ら
れ

る
よ
う
に
、
さ
ら
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
つ
な
が
る
こ

と
で
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
可
能

性
や
働
き
が
広
が
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
石
川
県
の
物

産
品
販
売
と
輪
島
漆
器
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
も
開
催
さ
れ
、
能

登
半
島
地
震
の
被
災
地
に
も

つ
な
が
る
大
会
と
な
り
ま
し

た
。献

身
的
な
ご
奉
仕

へ
の
感
謝

　

開
会
礼
拝
に
始
ま
り
、
綿

引
康
司
会
員
部
運
営
委
員
長

の
挨
拶
の
後
、
菅
谷
淳
総
主

事
に
よ
る
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
活

動
報
告
。
社
会
の
変
化
に
対

応
し
つ
つ
、
国
際
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
再
開
や
新
た
な
取
り
組

み
に
も
挑
戦
し
た
２
０
２
３

年
度
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
２
０
２
４
年
度
会
員

部
運
営
委
員
の
推
挙
（
＝
２

面
）
に
続
く
表
彰
で
は
、
名

誉
会
員
に
磯
部
成
文
さ
ん
が

推
挙
さ
れ
（
＝
左
下
）、
代

理
で
出
席
さ
れ
た
ご
子
息
の

徳
史
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

表
彰
は
「
下
町
こ
ど
も
ダ
イ

ニ
ン
グ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
」
と
４
人
の
ユ
ー
ス

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー

が
受
賞
（
＝
２
面
）。
ま
た
、

退
任
さ
れ
る
会
員
部
運
営
委

員
に
菅
谷
総
主
事
よ
り
感
謝

が
述
べ
ら
れ
、
ユ
ー
ス
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
代
表
の

９
人
に
委
嘱
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

菅谷総主事による
東京ＹＭＣＡ活動報告

「
能
登
半
島
地
震

被
災
地
支
援
報
告
」

　

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
避
難
所
支

援
活
動
の
現
地
責
任
者
と
し

て
避
難
所
に
常
駐
し
た
芝
浦

ア
イ
ラ
ン
ド
児
童
高
齢
者
交

流
プ
ラ
ザ
の
中
里
敦
館
長
よ

り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援

を
力
に
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
一

丸
と
な
っ
て
活
動
で
き
た
こ

と
へ
の
感
謝
と
と
も
に
、
避

難
所
の
様
子
、
活
動
中
の
葛

藤
や
喜
び
な
ど
が
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
今
後
、
同
じ

支
援
の
在
り
方
は
決
し
て
な

い
も
の
の
、
今
回
の
活
動
で

得
た
学
び
と
経
験
を
次
に
生

か
す
こ
と
の
大
切
さ
も
語
ら

れ
ま
し
た
。
現
地
に
派
遣
さ

れ
た
２
人
の
職
員
か
ら
も
、

活
動
を
通
し
て
の
気
づ
き
や

感
想
が
共
有
さ
れ
ま
し
た
。

「
山
中
湖
セ
ン
タ
ー

１
０
０
周
年 

感
謝
報
告
」

　

野
外
教
育
・
ユ
ー
ス
の
鳩

山
徹
郎
Ｍ
Ｄ
よ
り
、
目
標
額

を
超
え
る
３
，
０
０
０
万
円

の
募
金
へ
の
感
謝
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
１
０

０
周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
「
キ
ャ
ン
プ
１
０
０

人
招
待
プ
ロ
グ
ラ
ム
」「
プ

ロ
グ
ラ
ム
施
設
の
新
設
」「
宿

泊
施
設
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」

の
途
中
経
過
と
、
当
初
の
計

画
に
は
な
か
っ
た
も
の
の
三

菱
商
事
株
式
会
社
か
ら
の
ご

寄
付
に
よ
っ
て
キ
ャ
ビ
ン
内

に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ト
イ
レ
を

設
置
で
き
た
こ
と
が
、
写
真

と
共
に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
を
記
念
し
て
制

作
さ
れ
た
動
画
も
披
露
。

　

最
後
に
、
戸
坂
昇
子
会
員

部
Ｍ
Ｄ
よ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の

活
動
理
解
や
会
員
増
強
の
た

め
に
活
用
で
き
る
ツ
ー
ル
と

し
て
、
新
し
い
ア
ク
シ
ョ
ン

ブ
ッ
ク
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。

　

職
員
に
よ
る
ア
イ
ス
ブ
レ

イ
ク
や
キ
ャ
ン
プ
ソ
ン
グ
を

歌
う
時
間
も
あ
り
、
大
会
は

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
進

行
。
今
後
も
会
員
と
と
も
に

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
閉

会
し
ま
し
た
。

�

（
広
報
室
）

支える会員に感謝と報告
第２１回東京ＹＭＣＡ会員大会

新しいアクションブック。ご活用
いただける際は、会員部まで

鳩山徹郎ＭＤによる
「山中湖センター１００周年感謝報告」

笑顔で溢れたアイスブレイク

名誉会員
「名誉会員」は、東京ＹＭＣＡの発展に特に貢献のあった、満７５歳以上で会員歴２０年
以上の方に贈られるもので、毎年の会員大会で推挙されています。

磯
いそ

部
べ

　成
しげ

文
ふみ

さん
　１９５７年、東京ＹＭＣＡ少年部に入会。学生時代、神戸余島国際
キャンプ、ＹＭＣＡ世界年長少年大会（アムステルダム）に参加し
た他、少年部リーダー、観音崎キャンプ駐在リーダー、野尻キャン
プリーダー、全国ＹＭＣＡリーダー会事務局長として活躍。１９８０
年代より、野辺山高原センター運営委員、国際奉仕センター運営委
員、基金プログラム開発委員、Focus２１推進委員、東陽町ウエルネ

スセンター運営委員、プログラム開発委員等、数々の東京ＹＭＣＡ運営委員を歴任。
また、１０年にわたり常議員として東京ＹＭＣＡの運営にご指導とご助言をいただき
ました。「東京ＹＭＣＡインターナショナル・チャリティーラン」では障がい児支
援にも多大なご貢献をされました。会社経営者としては「介護」という言葉を創っ
た方として知られ、水着や介護用品の開発における先駆的な働きや挑戦について、
東京ＹＭＣＡの職員研修や午餐会等でもお話しをいただきました。東京北ワイズメ
ンズクラブのチャーターメンバーとしてもご活躍されました。

　会員大会の会場前で、石川県の物産品を販売。会員大
会の参加者や山手センターの利用者が足を止め、買い物
で被災地を支援してくださいました。
　会場内では輪島漆器オークションを開催。出品物は、
避難所支援活動に派遣された東京ＹＭＣＡのスタッフが
避難者の方からいただいたお盆や花器などです。
　物産品販売とオークションの収益は、能登半島地震緊
急支援募金として被災地のために用います。

能登のために「買って応援、ありがとう」

石川県のお菓子、醤油、お酒などを
販売

輪島塗の貴重な品々が出品された
オークション

綿引委員長（一番左）とユースボラ
ンティアリーダー代表の９人

毎月10日発行　第813号（通巻1317号）

2024

創立1880年

〒169−0051
東京都新宿区西早稲田2−3−18
　　　日本キリスト教会館6階
Tel	 03−6302−1960
URL	 http://tokyo.ymca.or.jp
発行所　公益財団法人
　　　　東京YMCA
発行人　菅谷  淳

みつかる。つながる。よくなっていく。

東京YMCA
東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少年の精神、知性、身体の全人的成長を
願い、地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつくるための運動を展開する。東京ＹＭＣＡの使命
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東京ＹＭＣＡは、昨年度中に活躍された会員や学生ボランティアを「ボランティア・オブ・ザ・イヤー」として選出し、会員大会の
席上で感謝とともに表彰しています。今年度は、下記の方々が受賞しました。

ボランティア表彰

※カッコ内はキャンプネーム
◆は、それぞれの受賞者にお聞きした「リーダーとしてのやりがい」です。

　家族と一緒に夕飯を食べる機会が少ない子どもたちの、“孤食”
をテーマとした「下町こどもダイニング」。２０１８年４月より東京Ｙ
ＭＣＡの子ども食堂としてスタートしました。
　特徴は、ＹＭＣＡらしく、学生リーダーが子どもたちと一緒にゲ
ームをしたり歌ったり、楽しく過ごす時間があること。そして、厨
房ではワイズメン（東京ひがしワイズメンズクラブ）・山手ＹＭＣ
ＡリーダーOGの皆さん・ＹＭＣＡ会員有志・近隣有志の方々がボ
ランティアチームとなり、調理＆配膳担当としてサポートしていま
す。自然と分業システムが生まれ、和気あいあいのチームワークで、
経験のない大人数の食事作りに奮闘しています。
　スタート時は５０ほどだった食数が、今では１００に近い月もあり、
盛況ぶりに厨房は大忙しです。しかし、その大変さの中でも、子ど
もたちが笑顔で食べる姿と「美味しかった！」の一声、空になった
食器を持って何度もおかわりをする様子に癒されています。
　「下町こどもダイニング」のボランティアとして、これからも子
どもたちの明るい笑顔と一声を糧に、サポートを続けていきたいと
思います。
　この度は「ボランティア・オブ・ザ・イヤー」に推挙いただき、
「下町こどもダイニング」ボランティア一同、心より感謝申し上げ
ます。

　「下町こどもダイニング」は、ご寄付やボランティアの皆さんの
力で継続されている東京ＹＭＣＡ東陽町センターの子ども食堂で
す。毎月、手作りの美味しい食事と楽しい遊びの時間を提供してい
ます。コロナ禍で食事が提供できない時期も、寄付品を配布するな
どさまざまな工夫をして開催してきました。ボランティアの皆さん
は、子どもたちへの深い愛情で食堂を支えてくださっています。

　以下、ダイニング開始当初からボランティアとして活躍されてい
る会員・金丸満雄さんの声をお届けします。

下町こどもダイニング　ボランティアの皆さん

「下町こどもダイニング」ボランティアの皆さん（前列左から２人目が金丸さん）

子どもたちの笑顔が何よりの調味料！！

Volunteer of the Year Youth Volunteer of the Year

岩
いわ

渕
ぶち

穂
ほの

香
か

さん（ぽにょ）
／江東センター

　日常のリーダ
ー会の活動の
他、イベントな
どにも積極的に
関わり、温かい
雰囲気でリーダ
ーたちをまとめてくれる存在。体
操やサッカークラスのお手伝いで
も、たくさんの子どもたちに愛情
を注いでくれました。
◆子どもやリーダーと充実した時
間を過ごすことが私のやりがいで
す。リーダーは何事も受け止めて
くれて、困難をみんなで乗り越え
ようとする、すてきな仲間です。
これからも仲間と活動を盛り上げ
ていきます。

石
いし

川
かわ

聖
せい

竜
りゅう

さん（レバー）
／山手センター

　幼児対象の
「にこにこクラ
ブ」やシーズン
キャンプなどで
子どもたちの笑
顔を引き出し、
安心感のある温かいプログラム作
りをしてくれました。リーダー会
では、他のリーダーに多くの気づ
きを与えてくれました。
◆いろいろな背景のあるリーダー
が、プログラムのためにだんだん
と一つになっていくところが魅力
であり、やりがいだと思います。
違う人間同士が一つのプログラム
を作り、子どもたちの笑顔で終わ
ると、とても喜びを感じます。

横
よこ

江
え

将
しょう

太
た

さん（シドニー）
／南センター

　２０２２年度末
に大勢のリーダ
ーが卒業した南
センターでした
が、多くのリー
ダー仲間を勧誘
し、一年かけて力強いリーダー会
を構築。人を巻き込む力と、楽し
い雰囲気を作り出すリーダーシッ
プが光りました。
◆私のやりがいは仲間にあると思
います。この仲間はリーダーだけ
ではなく、スタッフやメンバーな
ど活動に関わってくれる全ての人
たちです。助け合い、ともに学び
挑戦する、そんなすてきな仲間が
たくさんいます。

酒
さか

井
い

彩
さ

也
や

子
こ

さん（あんず）
／山手センター

　知的障がい児
対象の「シャボ
ン玉」に約３年
在籍し、多くの
メンバーの成長
に寄与しまし
た。仲間集めから後輩指導まで活
動全体をとりまとめ、野外教育・
ユースの事業を支える存在の一人
でした。
◆子どもたちの成長や笑顔が見ら
れることです。また、リーダーと
してたくさんの仲間に出会うこと
ができました。リーダー会や活動
を通して一緒に成長し、楽しみな
がらリーダーを続けることができ
ました。

　東京ＹＭＣＡでボランティアをしている下記の52人が「日本ＹＭＣＡユ
ースボランティア」として認証されました。これは①16～35歳で、②半年
以上の活動経験があり、③ボランティアの研修を受け、所属ＹＭＣＡから推
薦された方を対象とするもので、2023年度は全国で338人が認証されまし
た。日頃のご活躍に感謝します。� （順不同、敬省略）

貝瀬真帆 石井遥翔 中川　遥 宮崎　歩 君塚叶羽
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金子凛太郎 三木祐弥 松本拓也 半澤絢子 宮脇由依
高橋　怜 武田葉月 須川七星 金子実乃里 山本明日香
堀　清蘭 鈴木彩生 小野田ももの 丹伊田真実 並木暖佳
中村心奏 早苗理紗 香々見咲 尾崎朱理 飯沼　海
藤井大志 西田優里

2023年度 日本ＹＭＣＡユースボランティア認証者

ＹＭＣＡの会員を代表して各種活動を企画、運営し、会員増強など
も担うのが「会員部運営委員」です。委員は毎年の会員大会で推挙
され、任期は一年。今年度は以下の方々に委嘱されました。

＊他に、以下8人の職員が加わり、合計23人で運営してまいります。
堀　雄二 江尻明子 大津桃子 井口　真 小野　実
中里　敦 松本数実 口原恵美子

【再任10人】
大橋めぐみ 小原史奈子 藏知　浩 須田哲史 御園生好子
菰渕光彦 小口多津子 郷田典子 鈴木雅博 中村周三

【新任5人】
上田晶平 榊原正人 並木　真 蒔田敏雄 山口和彦

佐久間春枝 東矢高明 林　正人 平山恵子 綿引康司
【退任5人】　＊任期満了

2024年度会員部運営委員
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　４月２９日、フォークシンガー
の高石ともやさんによる「バング
ラデシュ奨学基金チャリティーコ
ンサート」が行われました。
　第２４回の今回は、これまでと
同じ日本基督教団浅草教会を会場
に、コロナ後５年ぶりとなる開
催。待ち望んでいた人々で多数の
キャンセル待ちが出たため定員を
増やし、１１５人が来場しました。
　力強い歌声と心を打つ語りは８０歳を超えてもなお健在で、高石さん
のこだわりはドラムなどの打楽器は用いず、ギター１本。譜面も見ず、
会場の人の目を見て語りかけるように歌うことで、来場者は皆、高石と
もやさんの人柄に魅せられ、和やかな雰囲気に引き込まれていきまし
た。また、途中休憩の際には、東京ＹＭＣＡから支援先のバングラデシ
ュの子どもたちについて伝える時間がありました。昨年バングラデシュ
を訪問した時の写真や動画などを用いて、ありのままの現状を見ていた
だき、理解を深めていただきました。
　会場には、以前、共にコンサートを行っていた故江幡玲子氏の写真も
飾られていました。高石さんが「コンサートを始めた人は自分ではなく、
この江幡先生です。何でも決めて人に命令するようなパワフルな方でし
た。『あなたは歌があるのだからコンサートを行いなさい。お金は寄付

しなさい。なぜなら、あなたは幸せ
でしょ。』と言われてこのコンサー
トを始め、その言葉が今でも心から
離れず続けています。」と話され寄
付の目録をくださったのが印象的で
した。コンサート終了後には１時間
の交流会が持たれ、高石さんと多く
のファンが親交を深めました。
　このコンサートの益金の一部は、

バングラデシュＹＭＣＡが運営する７つの非公式の小学校（Non 
Formal Primary Education）の奨学基金として用います。
� （国際・総合教育事業部　統括　松本数実）

　

今
年
度
４
月
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
と
西
東
京
地
域
で

の
活
動
が
「
多
文
化
共
生
ス

ペ
ー
ス
▽（
さ
ん
か
く
）」（
以

下
、
ス
ペ
ー
ス
▽
）
と
し
て

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。〝
障
が
い
の
あ
る
人
〟〝
外

国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子
ど

も
〟〝
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え

る
若
者
〟
に
向
け
た
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
柱
と
し
て
、
子

ど
も
や
若
者
が
安
心
し
て
心

地
よ
く
過
ご
せ
る
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
「
▽（
さ
ん
か
く
）」に
は
、

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
大
事
に
し
て
い

る
「
精
神spirit

」「
知
性

m
ind

」「
身
体body

」
の

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
成
長
、

人
が
育
つ
た
め
に
必
要
と
さ

れ
る
「
仲
間
」「
空
間
」「
時

間
」、
そ
し
て
誰
も
が
参
画

（
さ
ん
か
く
）
者
と
し
て
共

に
創
り
上
げ
る
場
所
で
あ
り

た
い
、
と
い
う
３
つ
の
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
よ
う

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

「en

×joy 

（
エ
ン
ジ
ョ
イ
）」

　

障
が
い
の
あ
る
人
を
支

援
。
仲
間
と
共
に
街
歩
き
な

ど
を
し
て
楽
し
く
過
ご
し
、

日
々
を
元
気
に
生
き
る
た
め

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
ま

す
。
発
達
障
が
い
な
ど
が
あ

る
１８
歳
以
上
の
若
者
の
活
動

の
場
が
な
い
こ
と
か
ら
、
過

去
に
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
特
別

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

て
い
た
１８
歳
～
３５
歳
の
人
を

対
象
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
」 

「
み
っ
く
す
！
」

　

外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
子

ど
も
た
ち
を
支
援
。

　

「
サ
ニ
ー
サ
イ
ド
」
は
経

堂
と
国
立
で
実
施
。
各
々
の

進
度
に
合
わ
せ
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
勉
強
や
日
本
語
学
習

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。
国
立
ク
ラ
ス
は
、

一
橋
大
学
学
生
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ホ

ー
ル
を
借
り
て
開
か
れ
て
い

ま
す
。
あ
る
日
の
「
サ
ニ
ー

サ
イ
ド
」
で
は
、
高
校
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
小
学
生
男

子
に
付
き
添
い
、
ス
マ
ホ
も

駆
使
し
て
う
ま
く
小
学
生
の

興
味
を
引
き
な
が
ら
勉
強
相

手
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

「
み
っ
く
す
！
」
は
、
昨

夏
の
居
場
所
事
業
の
サ
マ
ー

キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
「
体

験
の
機
会
を
継
続
的
に
提
供

し
た
い
」
と
い
う
声
か
ら
生

ま
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
主
体
の
企
画
・
運
営
を
ス

ペ
ー
ス
▽
が
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
で
実
施
し
て
お
り
、
日
本

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
同
盟
の
「Y’s

×

SDGs Youth Action 

２

０
２
４
」（
※
）
か
ら
助
成

を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
言
葉
や
制
度

な
ど
が
壁
と
な
り
体
験
の
機

会
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
同
じ
よ
う
な
背
景
を

持
つ
仲
間
と
い
ろ
い
ろ
な
所

に
出
か
け
る
活
動
で
す
。
電

車
の
乗
り
方
や
館
内
の
マ
ナ

ー
な
ど
を
知
り
、
楽
し
く
過

ご
す
中
で
日
本
の
文
化
や
環

境
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き

ま
す
。

「
食
事
の
会
」

　

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若

者
た
ち
を
支
援
。
こ
れ
ま
で

の
「
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

liby

」（
不
登
校
、
ひ
き
こ

も
り
経
験
の
あ
る
子
ど
も
や

若
者
の
居
場
所
）
の
メ
ン
バ

ー
を
中
心
に
、
お
お
む
ね
１８

歳
～
３５
歳
の
若
者
が
集
い
、

参
加
者
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

一
緒
に
食
事
を
作
っ
て
食

べ
、
和
や
か
に
過
ご
し
ま

す
。「
ひ
と
り
で
は
な
い
」

こ
と
を
感
じ
、
抱
え
て
い
る

生
き
づ
ら
さ
か
ら
少
し
離
れ

て
、
安
心
し
て
い
つ
も
の
仲

間
と
過
ご
せ
る
居
場
所
で

す
。

　

そ
の
他
に
も
、
世
田
谷
区

在
住
の
子
ど
も
た
ち
が
大
学

生
や
社
会
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
ゲ
ー
ム
、
工
作
、
勉
強

な
ど
を
し
て
過
ご
す
放
課
後

の
居
場
所「
お
と
な
り
さ
ん
」

や
、
知
的
障
が
い
者
の
学
習

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
い
ち
ょ
う
学

級
」（
港
区
か
ら
の
業
務
委

託
）
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

ス
ペ
ー
ス
▽
の
江
尻
明
子

Ｍ
Ｄ
は
、「
外
国
に
ル
ー
ツ

の
あ
る
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
、
誰
も
が
一
人
ひ
と
り

の
文
化
を
持
っ
て
い
る
。
一

人
ひ
と
り
の
違
い
を
互
い
に

認
め
合
い
、
心
地
よ
い
居
場

所
を
作
り
た
い
。
参
加
者
も

参
画
者
と
し
て
場
を
育
て
て

ほ
し
い
。
必
要
と
さ
れ
る
事

業
を
、
拠
点
に
こ
だ
わ
ら
ず

に
展
開
し
て
い
き
た
い
。」

と
語
り
ま
す
。

　

誰
も
が
居
場
所
を
必
要
と

し
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
あ

り
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
の
で

き
る
心
地
よ
い
居
場
所
と
、

多
様
性
を
認
め
共
に
支
え
合

っ
て
生
き
る
社
会
を
目
指
し

て
、
ス
ペ
ー
ス
▽
の
地
道
な

働
き
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。�

（
広
報
室
）

スペース▽
（さんかく）の詳細は
ホームページで

東京ーＮＹ フロストバレー便り 高石ともやバングラデシュ奨学基金高石ともやバングラデシュ奨学基金
チャリティーコンサートチャリティーコンサート

５年ぶりに開催　参加者との交流会も５年ぶりに開催　参加者との交流会も
＊ニューヨーク近郊の日系人を対象にキャンプ等を行なって
いる「東京−フロストバレーYMCAパートナーシップ」。現地
に出向中のスタッフのお便りを紹介します。

　いよいよサマーキャンプが始まる。アメリカの夏休みは、６月下
旬から９月上旬までの約２カ月半。この長い夏休み、多くの子ども
たちが２～４週間のサマーキャンプやデイキャンプに参加する。
フロストバレーＹＭＣＡのサマーキャンプは大自然の中で仲間と
過ごす教育的なキャンプであり、子どもたちの成長過程に欠かす
ことのできないもの。それゆえ、誰でも参加できるようにするため
にＹＭＣＡは努力を惜しまない。また、質の高いキャンプを継続
するため、皆に支えてもらえるよう保護者の理解を深めている。
　この夏、東京―フロストバレーＹＭＣＡパートナーシップは、
フロストバレーＹＭＣＡの方針に合わせる形で、サマーキャンプ
の受付方法や参加費を思い切って変更した。
　従来、２月までの申込には参加費の早期割引を実施していた
が、今年は申込時期に関わらず、必要な方に割引価格を提供でき
るようにした。参加費を４段階（Ａ～Ｄ）に分け、正規料金であ
るＡ価格は、質の高いキャンプを維持するために必要な費用であ
ることを説明し、参加者の理解を求めた。一方、参加者は家族の
経済的状況に合わせてＢ～Ｄの段階的に減額された料金を自由に
選ぶこともできる。もちろん、参加費によってキャンプで経験す
る内容が変わることはない。寄付文化が根付いているアメリカと
違い、日本の文化では慣れない価格設定に戸惑う家族も多いが、
丁寧に説明してＹＭＣＡ理解を深めてもらっている。減額が適用
されたＤ価格でも参加が厳しい家族は、さらにファイナンシャル
エイドに申し込むことができる。
　コロナ禍で仕事の減少や病により収入が減り申込を躊躇してい
る家族からの問合せには、サマーキャンプを子に経験させたいと
いう親としての切実な願いが込められている。支え合い助け合っ
て、子どもたちの豊かな成長を共に願う、そんなＹＭＣＡであり
たい。
　キャンプで育った子どもたち、リーダーたちが、たくましくて
優しい、公正で平和な世の中を築く大人になる。大切な夏休みが、
安全で豊かな成長の時になるよう、気を引き締めて臨みたい。
�（東京―フロストバレーＹＭＣＡパートナーシップ　星住秀一）

東京−フロストバレー　
YMCAパートナーシップのサイトはこちら⇒

高石さんの力強く朗らかな
歌声が会場に響いた

「
多
文
化
共
生
ス
ペ
ー
ス
▽（
さ
ん
か
く
）」が
ス
タ
ー
ト

子
ど
も
と
若
者
の
居
場
所
支
援

「サニーサイド」
国立クラス会場の一橋
大学学生ＹＭＣＡホー
ル（手前）。内部は趣が
あり、静かな環境

※Y’s×SDGs Youth Action 2024とは
ＹＭＣＡとワイズメンズクラブ（通称：
ワイズ）の協働事業。S D G sの定める地
域課題解決に向けたユースの活動に助成
金を提供し、スタッフが伴走して、課題
解決に向けた活動を共に推進する。

「サニーサイド」
ご寄付いただいた積み
木やテキストを活用し
ながら、ボランティア
が学習をサポート

スペース▽のスタッフ
（左から）鈴木俊明さん、江尻明子ＭＤ、
押山愛紀子さん

本日のメニューは
「ちらし寿司」

「食事の会」
料理の上手下手は気にせず、
皆で調理する

松本数実統括より、バングラデシュ
ＹＭＣＡの子どもたちの様子が報告された

東 京 Y M C A（3） 第813号2024年6月1０日


